《il être Adj de Inf》と《il être Adj que P》をめぐって by 藤巻 香代 & Kayo Fujimaki
103
《■6缶eAttdehf》と《■etteAtt que P》をめぐつて
魅 猷
0。 はじめに
ある事柄について評価をする時、発話者はしばしば《■(搬eノ覇 de hf》や 《■e樋
Att que Pメ1)の構文を用いる②。変形文法では両構文がほとんど同‐視されていたが、
実際には、一方の構文としか共起しない形容詞があり、また、両方と共起する形容詞で
も、共起する動詞によって構文の書き換えが容認されなかったり意味を変えてしまうこ
とが少なくない。RIcel(Юめ,p.159は,事行主体が人間=般である場合、文脈や慣
習から事行主体が明らかな場合、構文内の別の場所に事行主体を指す要素が示されてい
る場合佃ノestimpossible dttepterlme te■e chos 。)には事行主体を省略することが
できると述べている。ただし,事柄の真偽について評価を表す場合はque節しか用いる
ことはできないとされている0おabia 1978,Riegel l∝0。本稿では、形容詞の意味特
性と共起する構文に関する研究の二環として、《■etreメ輌de hf)と《■etttAtt que
P》についてのこの通説を検討することにする.
以下、調査―   (1)を述べた後 《i ttAttde hf》メ■etreメ崎que P》の事
行主体について論じ(2)、最後に、《」(鼈eノ覇de hわと共起できなし瘍給|(3)を
見ていきたい。なお、用例出典に表示したHは月山曖面歓 Dは伽
助口山 αα
"銀
]n江は二,』山"あ
である。
1.踏
まず、どのような形容詞が《■飢配Att dehf》,《■etreAtt queP》の両構文と共起
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するのかを調査した。形容詞のコーバスとデータベースは以下のとおりである。
形容詞のコー パス:ロワイヤル仏和中辞典、クラウン仏和辞典のどちらかで最重要語彙
または重要語彙に指定されている781の形容詞。
データベース :J勘閣亜%(199619981,加ユ面挽sN売燿b“&“
(199「1998b,ル″レd貞1997-19981,ル〃昴あ」ゎ勧″的
“
(198牛1998bの電子
テクスト。
線 :781の形薔司のうち、関個について《n etreノ覇 de Lf》と《Il飢艶鋤 que P》
の両方の使用例が見つかつた。一覧は付録を参照。
2.事行主体
まず事行主体を分類してみよう。事行主体は「全部」と「二部」に分けることができ
る。「全部」は人間一般を指す場合で、例えば、《Un home ne peut pas vivre
6temellement》のu  hommeや、《On ne peutpas wre sans eau.》のon、また、
《Demain,on volt O血震a Capkぉ》のonもそうである。人々全員がキヤピトル広
場に行かないとしても、行けばだれでもシラク大統領に会えるので、賭品陶 と見なす
ことができる。「全部」以外は「一部」に属し、話し手が指示対象は特定であるとして
示す「特定」とそうでない「不特定」に下位分類することができる。例え|よ 《Je suis
a■6ふnkyO.》のjeや、《On yva。》のmはコミュニケー ション場面にいるnousを指
すので「u」で、《cemins 90nt oontre》のcαねm鉄《Je che油e quehu'un qui
puおse narer cdれm翻血e。》の quehピun、《Je ne veux pas椰ぬn me
reoomaisse.》のonは「不特定」である。図にすると以下のようになる。
郷 (爛咄 )
斬排 {    髄
一部
確
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以下、《■ettAtt dehf》と《ietttAtt que P》の事行主体の種類を見ていこう。
2.1.《i綸eハ崎de H》
《ユ搬 鋤 de hЬは事行のみを評価し、事行主体がだれであるかを問題にしない場
合に用いる。ただ、実際の発話では文脈や状況から事行主体がだれであるのな解釈され
るのが普通である③。いずれにせよ,用例を見る限り,事行主体が人間であることは間
違いない0。 この構文は、まずミ人=般が主体である (と解釈される)事行の評価を表
現するのに適している :
(1)〃
“
ι力出叩饉"施めmanger phslorsquelestemp6ram chutent,b cops
oonso―ant dttanhge de calories pour se mam"血a37 C.但1997b
② fJ“ι勧 あdOmera boire aux ttaux en heL mais qu'■fautsmOutrttOu"r
aucun additifa reau,五sucre ni sel,pa山山hmentdangereux 0 1996p
また、文脈・事行の具体性から事行主体が限定され、特定の人間に解釈されることも
多い :
(D Ls rOu歯用,par leur action,ont obtenu enh la re面樋a55 ans et une
哺典menねlhn des horaires de静Ⅳail Chacun ttt rooom狙廿e甲ビ asι
働口d髪Ⅸあfaire 240 heures,Ou plus,dans m mois.⊂1996b
④ Ⅱ nous restt deux ttdes mbiths a aooomph D'une part,(。…).D u機
part,ゴ″ 籠瑯励じdめ由ser l∝Ootisaths叡油山  quipёsentsw b鰤泣
m1998p
文脈より、0,0の事行主体が順にles routiertt nousであることは明らかなので、あ
えて明示する必要がないのだと考えられる。事柄を節で表すこともできるが、曽我
(1992に述べられているように、事行主体や時期の表示が避けられる不定法で表す方
が、労力の面で経済的である。
最後に、不特定の場合だが、事行主体が「だれか」・「何人かの～」などと解釈できる
用例はみつからなかった。不特定の事行主体については、3章で触れる。
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2.2.《il etreノktt que P》
《nem tt queP》は事態を評価し、事行主体を表示する場合に用いられる。文脈
が許す範囲で事行主体が特定の人に解釈される《ietttAtt dehf》に比べ、自由に設
定できる事行主体は人以外のこともあるが、本稿では人である場合のみを取り扱う。こ
の構文は事行主体が特定の人である事態の評価に適している。
⑤ Et」ご面′力″グOber stOne,aptt avoむhtun mn sur Kemedyは1991),
疵 voulu hire uFl ttn Sur NIxon,car bs deux ho―ett candidatt run。。n続
rau機,sontindi3ochbles.CM 1998b
O fJ関″″armaFσ口θje mッ←au RPD oonsacre toblement.⊂199つ
ただし、onがPの主語になれることからも分かるように、事行主体をほかすことも可
能である。その場合、onの指す事行主体の解釈は文脈や状況に頼ることになり、《■e続
鋤 de hf》の主体の非明示に似ている。
(つ〃″セ霧″s″
“
ノ9ゴOn demande 1600F de ootisation pour de raquagm alors
que dans dautts villes,on volt le se― pubh propo r h mane a充市協6a
500F m猟humo ① 1996p
③E"」″ゴグn ne peuthn de bome htt6ramЮ Ⅳec de bons senttten協?
値 1997b
もちろん、人一般や不特定の人間を事行主体にとることもできる :
(9S.ゴa"m」icPθles hommes meurent deux fois,la premЁ
“
fois phys quement,
la seoonde loEqulon ne parle plus deux,prenons garde de ne pas les oubh et
adressons a leur m術o詭rhommage de nos libetts reoonqu挽a019971
(10」6面tFa″響θdautes se preclpitentvers cette pone Owene.QM 1997b
ここでまとめておこう。
事行キ体が「全部|である場合
敢えて主体を明示するなら《i et鵬ハ崎 que P》o主体を問わない態度をとるなら《i
e機鋤
“
H》。
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事行主体が「特定1である場合
明示するなら《i飢腱ハ可que P》o文脈から解釈が容易なので主体を非明示にするな
ら《遇heAtt deLf》o
事行キ体が「不特定|である場合
《iletЮAtt que P》o
3.《ie機)Att deLf》と難 できない場合
このように見てくると、文脈さえ許せば形容詞はどちらの構文でも使用できそうだ力ヽ
実際には一方の構文としか共起しない形容詞が多くあり、また、両方の構文と共起する
形容詞でも、評価される事柄の内容によっては一方でしか表せないことがある。《i
em)Jtt dehbと共起できない場合について考えることにしよう。
3。1.認識的モダリティを表す形容詞
認識的モダリティを表す形容詞には、《」飢
“
ハ可de hf》と《n ettt Att que P》
の2つの構文と共起するものも少なくない :
(1lD〃
“
ι tt den amurer b hancement en autttentant rh"t sur h
fOme.値1996p
(llbb lChypre est note cause nationale。(。)」
“
缶′″s… 91re nous hsslons
une ooncemon a Chy7pだ,a tt Erbakan.値1997p
(12Dリコ鶴 鰤 m」iあdire que nous avons pris h“由 血 de発頭httrtOus bs,
santtaples‖,puisque ces db山壼ns ne seront pHses qu・a partir de c五m
p痰発ls.Ш19971
(12bb」錮″ッ躙Fg“lon apprend beauooup de choses dans les ttves et bs salles de
bains.¨ G11997b
(13D JJ“ιd″σ″壷 囲 山 あ 山 勧 面 ler les¨ieCtit.⊂1996p
(13bb〃
“
ι』  9June porte soit owe■e ou fem6e.
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しかし、Piacabia(1970やRiegel(198Dに記述されている通り、事柄の真偽につ
いて評価を表しているのはque節をとるbのみである。ところが、この通説に反する興
味深い例文がいくつかある。
(10 1nte…par un jO―aliste qu■
"oquait rm∝
ription de cemins camps de
mpttt血,M.Bums Ⅳ疵 toud“■ou“que!b camps de ooncenmtiOn
dAum輛iL Ⅳait 6“in∝五t〔硼r la liste■y a phtturs am“s et qulゴび飢れ″ロ
″ 腸施 あuenr sur unete■e d6山血:.019961
(lD〃(新en lwanme″口脚ヵbFeあtrouver un rabbh qui acep"de ttainer
00111me aunmbr dansles rangs de ram“anem de, di elh就。① 1996y
(10 Dans url∞直響unim詭qu■partiraう14h30 de la place CLtty pour se rendre
a cene de roptta,ノ
“
ι脚,加bFeあpouvoir y renoonttr Dhc Blondelpour FO
et Michel De∝hamps pour la FSU,et aα■」口dy vor J∝lBtt pour HЛIF
Cm m 1996b
われわれのデーター ベースでは、《n etre probable de lnf》が6例、《■etre cemin de
hbが1例見つかつた。特に事行主体が特定の人間と思われる(10の例は興味深い。
3.2。「一部0不特定」の事行主体
2.1.でも少し触れたゑ事行主体が「一部・不特定」の人間である事柄の評価は《i et腱
Att de hf》では表すことはできないようだ。《■et“Att que P》では、L措卜不特
定」の人間である事行由困ま、un Nh,qudqulun,ceminstde m,dautts(10など
の形で明示されることもあればonでほかされる場合もあるが、後者の場合でも表示し
ていることに違いはない。例えば事行主体が周囲の人である場合をみてみよう。(17D,
(18byは、(17D,(18anを《lettЮAtt dehf》で書き換えたものだな いずれも容認さ
れない :
(17D Vle sochb:Si vous paⅣenezふoonttOler votre mp」にi宙
“
natu“lle,ノasι
phbFag“θlon aceptera e面h deoomposer avecvouso ① 1996p
(17by ttsi vous pawenezふoonttαter votre imputtM“namЮne,ノθダメrりbttbFa
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dacepter(田島n de conlposer:Ⅳec vous.
(18D J」蜜ふれμ滋
"ι
グau dehtt On apptt dttvom pttsence ti
(18bl切面 ιれ四伽 ιdttprendre,au deh幅,dめtvttepttence d
4。 おわりに
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“
Att de hf》と《i et腱ハ司que P》の違いは事行主体が明示されているか
否かであり、明示する必要がなければ経済的な《■償腱ハa de hf》を用いるという通
説を確認した。また、事柄の真偽についての評価を表す場合や、事行主体が「一部・不
特定」の人間である場合には《■etttAtt que P》しか容認されないことも見た。
事柄を事行で表すか事態で表すかという問題を考えるにあたって、《i et“ハ可 que
P》と、今回取り扱わなかった《量飢腱AttpOurNh deH》の比較も避けて通ること
はできないだろう。事行主体を明示するこの2つの構文の比較は次の課題としたい。
注
(Do Pは事行とその主体を含む事態のことで、動詞叙法は直説法または接続法である。
②。同類の構文に《des脚哨de H》,《destメ崎 que P》もある力ヽ これらの構文のce
を必ずしも■で言い換えることができないので、本稿で扱う文は主語が■のものに
限定する。
③.《■e伽
“
Att de hf》はあくまでも事行主体を問わない構文なので、事行主体は文脈
や発話状況から「解釈される」という立場をわれわれはとつている。事行主体の解
釈は常に一つに決まるとは限らない。次のレシピの用例を見てみよう。
Enfo―ez a lttD et hiSsez culre pendant 2h30。」
“
ιノ髪筋施 あhisser cure
le gntin longuement a basse temp6n樋鸞 :ansi h ttme ne nsque pas de
∞are=01996b
「グラタンを低温で焼くのがよい」という事行の評価で、=般論 (つまり事行主体
は「」発亀)ととることもできる。しかしレシピという発話状況から想像をし、事行
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主体は"嶋
が指す読者とも解釈できる。
④.《遇e枷腱AttpOur N de hЬでは人間以外も事行主体となりうるが、四 Nと共
起する使用例は本稿では除外する。
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饉
《■e楓)Jtt de hf》,《ユ0機Au queP》と共起する形容詞一覧
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